
宮城県

大島かけはし
～復興のシンボル「大島架橋」～

令和元年 ７月 ２２日発行

（臨時号）

「大島かけはし」は，地域住民の皆様へ大島架橋事業に関する情報をお伝えするものです。

大島架橋事業 復興アルバム 検索
「大島架橋事業 復興アルバム」URL
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-doboku/osihmakakyo-album.html

過去の「大島かけはし」は，次のURLで御覧になれます。http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-doboku/o-news.html過去の「大島かけはし」は，次のURLで御覧になれます。http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/ks-doboku/o-news.html

地域の皆様へ
宮城県気仙沼⼟⽊事務所

県道⼤島浪板線に関するお知らせ

本県⼟⽊⾏政の推進につきましては，⽇頃格別の御協⼒を賜り厚く御礼を申し上げます。
さて，今年４⽉７⽇までに気仙沼⼤島⼤橋を含む⼤島浪板線の５．５km区間を供⽤したと

ころですが，浪板橋から浪板２地区防集団地付近については，昨年末，切⼟法⾯にひび割れ
が発⽣したため現道利⽤とし，夏までの供⽤を⽬指し法⾯の崩壊を防ぐ対策⼯事を実施して
きました。
しかしながら，法⾯対策⼯事後の掘削作業中に新たな変状が発⽣したため，追加の地質調

査を⾏ったところ，当初想定できなかった脆弱な地盤が確認されたことから，さらなる法⾯
対策⼯事が必要となりました。
このため当区間の道路の供⽤は，１２⽉末になる⾒込みですが，道路を利⽤される皆様の

安全を確保するために必要な⼯事となりますので，⼤変御迷惑をおかけして申し訳ございま
せんが，御理解と御協⼒を頂けますようお願い申し上げます。
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